
同
数
も
最
多
に
し
て
之
に
次
で
厚
樫
部
川
上
流
地
域
及
び
丸
山
墓
地
の
北
部
よ

b
鶏
村
西
宇
部
印
ち
大
丁
岱
以
西
鷹
落
附

廷
に
あ
λ

ソ
て
館
村
を
中
心
に
北
西
よ
ち
南
東
に
貫
く
長
符
椅
同
肢
に
漸
次
抜
大
し
て
震
度
微
弱
に
而
し
て
其
振
動
区
域
は

北
阿
面
は
南
東
面
比
比
し
遂
に
庚
大
の
地
積
を
占
hu
更
に
各
地
の
振
動
方
向
を
漣
結
す
る
に
其
副
射
鮪
は
凡
そ
丸
山
墓
地

の
南
部
附
廷
に
集
令
す
る
が
如
く
舘
及
び
ぬ
回
路
の
強
震
地
は
恰
も
此
帆
射
地
域
に
属
す
、
山
町
田
路
に
て
は
肢
に
該
地
震
後
生

の
約
二
十
日
前
来
井
水
減
少
の
特
使
兆
あ
λ

リ
柏
崎
村
部
内
大
丁
岱
方
面
に
で
も
約
一
週
間
前
に
同
じ
く
井
水
の
媛
化
を
認
め
ら

れ
た
る
は
丸
山
蚕
地
附
近
地
層
内
に
弱
知
義
生
の
結
呆
と
も
見
ら
れ
今
回
の
地
震
は
郎
ち
其
猿
動
に
起
因
す
る
が
如
し
命

此
附
近
地
表
面
異
肢
の
有
無
を
知
る
の
要
あ
る
も
積
雪
五
尺
の
堆
深
に
し
て
安
地
踏
査
不
可
能
な

h
し
を
以
て
他
日
の
機

命
日
に
譲
れ
ι
リ
、
各
地
の
震
度
及
び
振
動
並
に
庭
、
土
問
、
亀
裂
方
向
等
別
紙
園
面
に
記
入
添
付
す
。

昭
和
四
年
一
月
二
十
日
の
地
震

室

蘭

測

候

所

報

告

一
月
二
十
日
九
時

O
八
分
五
十
八
秒
及
十
九
時
二
十
四
分
十
四
秒
に
蛍
地
方
に
微
震
あ

b
た
b
営
所
地
震
計
の
記
録
紙

よ
λ

ソ
調
査
す
る
に
営
時
は
白
岩
沖
海
底
に
震
源
あ
る
も
の
の
如
か

b
し
も
其
後
の
調
査
に
依
る
に
有
珠
郡
徳
舜
督
附
近
に

震
源
あ
る
も
の
の
如
し

_ .... 
r、



f、
四

此
の
地
震
に
付
て
調
査
せ
し
事
項
左
の
如
し

一
、
苫
小
牧
町
に
℃
は
九
時
九
分
頃
一
音
響
を
件
ひ
た
る
水
平
動
地
震
あ
b
℃
英
一
音
響
は
北
方
よ

b
来
た
る
も
の
の
如
し
‘
ナ

九
時
二
十
五
分
頃
に
も
地
震
あ
b
前
回
の
も
の
よ

b
稲
強
か

b
し

一
、
宗
蘭
線
錦
多
布
騨
員
の
談

九
時
九
分
頃
列
車
の
姐
過
す
る
が
如
き
音
響
あ
り
た
る
を
以
て
或
は
樽
前
山
の
爆
畿
で
は
無
い
か
と
思
ひ
同
山
を
見
た
る
も
何
等
兵
蹴
な
〈
反
っ
て

地
震
を
感
ぜ
り
地
震
は
紺
中
強
き
方
に
て
事
務
室
南
面
に
掛
け
た
る
時
計
の
振
子
止
り
た
り

一
、
白
岩
村
に
て
聞
き
し
も
の

白
老
村
に
て
は
近
来
珍
ら
し
き
程
強
き
地
震
に
て
家
屋
の
動
揺
あ
り
、
白
老
沼
の
氷
ハ
厚
さ
一
尺
儲
〉
に
は
亀
裂
を
生
じ
た
る
付
先
焼
還
の
破
損
等

わ
り
て
大
同
の
地
震
を
感
じ
且
音
響
あ
り
た
り
と
一
五
ふ
。

一
、
長
流
川
流
域
幡
緩
滋
泉
場
員
の
談

零
崩
の
如
き
背
響
を
伴
ひ
近
来
稀
有
の
毘
き
地
震
に
て
家
庭
の
勃
接
持
だ
し
か
り
し
と
云
ふ

一
、
徳
舜
瞥
村
役
場
報
告

近
頃
稀
有
の
強
き
地
震
に
し
て
何
れ
も
上
下
動
を
伴
び
南
市
札
幌
別
海
岸
方
面
に
常
り
恰
も
大
砲
の
如
き
背
響
あ
り
、
二
十
日
九
時
九
分
叫
の
地
震
を

初
設
と
し
強
き
も
の
宍
同
弱
き
も
の
数
同
わ
り
た
る
も
時
刻
明
ら
か
な
ら
ず
と
尚
翌
二
十
一
日
に
も
三
間
の
粉
や
強
き
地
震
あ
り
た
る
も
被
害
な
か

り
し
又
北
俗
タ
イ
ム
ス
紙
に
よ
れ
ば
。
渓
珠
に
於
て
も
三
十
日
九
時
十
五
分
よ
り
三
十
五
分
の
川
に
三
岡
の
強
き
地
震
あ
り
院
外
に
飛
が
出
し
た
る

も
の
あ
り
て
遠
官
の
如
き
鳴
動
あ
り
た
り
と
一
五
ふ
。

以
上
今
同
の
地
震
を
見
る
白
老
附
近
よ
ら
北
西
に
批
渓
珠
附
近
ま
で
直
線
に
一
音
響
を
件
以
て
地
震
を
戚
ぜ
し
も
の
の
如

し
噴
火
協
同
方
面
に
は
何
れ
も
地
震
を
戚
ぜ
ゴ
・
9
3


